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「サスティナビリティを支えるＦＭ」
ディスカションテーマ

１．サスティナビリティの向上へのキーワードには何があるか？
環境、エネルギー、ＢＣＰ、・・・

２．サスティナビリティの向上のためのＦＭの役割をどのように
考えるか？
企業、公共、地域、・・・

３．サスティナビリティの向上のために、今後の取組みで重要な
ことは何か？
環境対応、ＢＣＰ、地域社会のレジリエンス、・・・



ＦＭ戦略とレジリエンス：部会の検討事項
 研究主旨

「環境経営とＦＭ戦略」の研究を行ってきたが、その延長上には「サスティナビリ
ティ」が位置付けられる。今後のサスティナビリティの向上のためのＦＭ戦略におい
て、重要なキーコンセプトと思われる「レジリエンス」を取り上げ、ＦＭ戦略の充実に
資することとしたい。

 検討事項

１）「レジリエンス」とＦＭ戦略の関係性の整理

＊関係性の全体像：レジリエンスに関するＦＭ戦略上の検討範囲

＊レジリエンスとＢＣＭ

＊レジリエンスと「環境・社会・経済」（サスティナビリティ）

２）「レジリエンス」評価に関する検討

＊評価に関する情報収集

＊建築・都市のレジリエンス評価の可能性の検討：都市環境インフラの評価

＊レジリエンス評価の枠組み検討

３）「レジリエンス」と経済性

＊設計条件～運営管理への影響と経済性（非常時システムと平常時システム
の同一性の合理性）

＊地震時の予想最大損失率（PML）を参考に、災害時の予想被害額と保険料

＊レジリエンスにおけるNon Energy Benefit（NEB）の評価

４）「レジリエンス」への取組みプロジェクト事例の研究

＊再開発プロジェクト事例
＊震災復興プロジェクト事例

５）企業や自治体における「ＦＭ戦略とレジリエンス」への取組み事例の研究

＊企業等のＦＭ戦略事例とレジリエンスへの対応状況

環境経営：トリプルボトムライン
Ｅ－環境・Ｓ－社会・Ｇ－経済

ＦＭ戦略のトリプルボトムライン

環境不動産：持続可能社会基盤
環境対応＋マネジメント

環境未来都市：成長戦略
環境・少子高齢化等・経済基盤

ＦＭ戦略とレジリエンス
持続可能性の確立
東日本大震災・福島原発事故

【検討の視点＆範囲】

対象：建築～都市
技術：設計～運営
時間：平常時～非常時
人 ：利用者・運営管理者
評価：ＥＳＧ＋レジリエンス



レジリエンス
「生態系、コンピュータシステム、組織やコミュニティ、都市システム、等に代表される複雑システム
が、環境の急激な変化や不測の事態、困難な状況に直面した際にも、難局を切り抜けて生き残り、
回復するのみならず、進化・深化し、適応し、成長する能力。 システムが新しい均衡点に向けて
動いていくしなやかな強さ」

Sustainability and Resilience

◆ 技術：新たな設計思想と条件設定
◆ 時間：平常時・非常時・災害時
◆ 運用：モニタリングと運用管理
◆ 人・組織：柔軟な管理体制

建築・都市のレジリエンス：レジリエンスへの視点
－芝浦工大 増田幸宏氏講演資料より
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建築・都市のレジリエンス：レジリエンスへの視点

・レジリエンスとは－目標実現のための能力・機能・性能およびその能力等を発揮する仕組み？
外的・内的状況変化への適応力の一部として、災害時対応力も含む？

・レジリエンスの主体・対象は－装置・設備・施設等の構築物などのハード、または組織・社会（コミュニ
ティ）などの人間を含めたソフト？自助／共助／公助とレジリエンス

・レジリエンス向上への視点－構築の仕方・仕組み（設計）と運用方法、平常時・異常時（想定内）・
異常時（想定外）への対処策⇔例）異常時対応策：回復不能な致命的ダメージに至る前に、自ら機
能を一時停止（自己防御）

・ＢＣＰとレジリエンスの関係－レジリエンスの中の災害時対応力として、ＢＣＰが位置づけられる？

RESILIENCE
【平常時】

【設計条件等】 【組織・運用管理】

防災・減災対策

災害対策・復旧復興対策

バックアップ・代替措置BCP

【モード】

【ハード／ソフト】

・レジリエンスと経済性とＮＥＢ

－レジリエンスが冗長性・多重
性を必要とするならば、経済合
理性はどうか。ノンエナジーベネ
フィットＮＥＢを参考にできる。
災害時の被害リスク（被害・損失
額×発生確率）評価が必要で
ある。（ｃｆ）地震ＰＭＬ評価

【非常時】



建築・都市のレジリエンス：レジリエンスへの視点

施設（機能・性能）
内的・外的
環境外力

設計条件

想定条件

想定外条件

時間

時間

運営マネジメント
（運営維持・利用条件）

利用者（生活・行動） 平常モード
異常モード

平常モード
非常モード

平常モード

・コミッショニング
・負荷変動への
最適運転
・利用状況と運営
方式
・利用者への
情報提供

・利用条件の
制限
・利用者との事
前計画
・異常時の運
営方法
・回復見通し

・避難の要否＆避難誘導
・ＢＣＰ＆ＢＣＭ
・ＬＣＰ＆ＬＣＭ
・復旧復興体制の構築
・地域間連携

全損を回避、
最終的には
「人命の安全」

確保（粘り強さ
で時間確保）

一時的機能
低下・停止を
しても速やか
に機能回復

部会では、「レジリエンス」はＦＭ戦略の対象領域全体に関わり、方向性を統合する概念として
捉える。



・レジリエンスと災害歴史－災害に学び、対策を積み重ねること、社会の記憶として引き継
ぐことがレジリエンスにつながる。

建築・都市のレジリエンス：レジリエンスへの視点

＜畑村洋太郎：危険学プロジェクト＞より



背景：世界経済フォーラム＆グローバルリスク報告書



背景：グローバルリスク報告書２０１３

リスク区分

■ 経済
■ 環境
■ 地政学
■ 社会
■ テクノロジー

影響力

発生可能性



背景：グローバルリスク報告書２０１３



おわり


